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1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに    
近年、情報の多様化にともないデータ量が増大し、PCの作業空

間であるデスクトップ環境は狭くなってきている。川上 [1]は、拡

張現実感を用いて現実の空間にデスクトップ環境(以下 拡張デスク

トップ環境)を構築した。拡張現実感とは、現実の空間にコンピュー

タが作り出した情報を重ね合わせる技術である。彼は現実空間にあ

る機器やデータにアイコンを配置し、機器やデータ間の関連をドラ

ッグにより記述して動作を実行するインタフェースを作成した。 
拡張デスクトップ環境では、機器やデータは空間の様々な場所に

配置される。また、機器やデータはそれぞれ固有の属性を持つ。例

えばスピーカの音量調整やプリンタの設定などである。このような

機器やデータの属性は、その効果的な利用において重要な要素であ

る。そこでユーザが見える範囲の様々な機器やデータに容易にアク

セスできることが必要になる。本研究では、拡張デスクトップ環境

内の複数の機器やデータの属性にアクセスするための効果的な手

段について述べる。 

2222....マルチリモートメタファマルチリモートメタファマルチリモートメタファマルチリモートメタファ    
 マルチリモートとは、テレビや DVDプレイヤーといった複数の

機器を一つの端末で管理する機能を持つ装置である。マルチリモー

トは、端末を持ち替えることなく複数の機器を操作できる特徴を持

つ。また、距離のある機器に対しても、その場から機器を操作する

ことができる。このようなマルチリモートの特徴は、拡張デスクト

ップ環境において複数の機器やデータに効果的にアクセスする手

段を実現する。 

3.3.3.3.マルチリモートシステムマルチリモートシステムマルチリモートシステムマルチリモートシステム    
3.1システムの概略 

ユーザはカメラを取り付けた HMD装置(図 1)を装着し、現実空

間に情報を重ね合わせた映像を見る。拡張デスクトップ環境(図 2 )
における機器やデータはマーカで識別される。マルチリモートで機

器を指し示す事で、操作する機器を選択する。マルチリモートには

操作パネルが表示され、これを操作することで機器やデータの属性

にアクセスする。 

 
図１ HMD+カメラ      図２拡張デスクトップ環境 

3.2システムの設計 
 マルチリモートシステムの構成を図 3に示す。機器/データを表わ

すマーカの認識は既存のライブラリARToolKit[2,3,4]を用いて処理

を行う。マルチリモートは、機器/データを制御する。CG合成は

OpenGL[6]と橋本直氏の開発した OpenGL描画補助ライブラリ

[3,4]を用いて処理を行う。 
本システムは機器/データマーカ、マルチリモートマーカ、ポイン

ティングマーカの 3種類によって構成される。ポインティングマー

カはマルチリモートの操作に使用する。 

マルチリモートはそれぞれの機器/データに対応したパネルを持

つ。このパネルを切り替えて、それぞれの機器/データにアクセスす

る。パネルを切り替える場合は、対象の機器/データにマルチリモー

トを向けることで切り換える事ができる(図 4)。機器/データは起動

と終了の 2つの状態があり、マルチリモートを機器/データに一定時

間向けることで起動状態と終了状態を切り換える(図 5)。また、パ

ネルの切り換えや起動と終了の操作時に機器/データがマルチリモ

ートのさす方向に複数ある場合は、マルチリモートが指す軸に近い

方が優先して選択される(図 6)。 

 
図 3 マルチリモートシステムの構成 

 
図 4 マルチリモートのパネル切り換え 

 
図 5 機器/データの起動と終了     図 6 マーカの優先度 

4.4.4.4.実行例実行例実行例実行例    
 機器/データに実装したアプリケーションは、天体の模型を表示す

る３D天体図鑑と、音楽データを再生する機能を持ったミュージッ

クプレイヤーである。3D天体図鑑のパネルには任意の天体を表示

させるボタンと順番に表示させるボタンを実装した。ミュージック

プレイヤーには再生・停止ボタンと次曲前曲へ移動するボタンを実

装した。 
図 7はポインティングカーソルでパネルのボタンを押し、3D天

体図鑑を実装した機器/データマーカ上に表示されているＣＧを切

り換えている。機器/データマーカは任意の場所に配置することがで

きる。また 3D天体図鑑はマーカを手にとって様々な角度から鑑賞

できる。 
 
 
 

 
図 7 3D天体図鑑 

5.5.5.5.まとめまとめまとめまとめ    
マルチリモートは、拡張デスクトップ環境内の複数の機器/データ

へのアクセスを可能にした。これにより拡張デスクトップ環境での

利便性は向上した。しかしながら、両手が塞がってしまうというデ

メリットがある。また、画面内にマーカが収まらないといけないた

め、ボタンが多くなると画面を圧迫してしまう。さらには、ボタン

のサイズが小さい場合はボタンを押す操作が難しいという課題が

残っている。 
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